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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の第１走査線と、複数の第２走査線と、複数の第３走査線と、複数のデータ線と、
複数列に配列された画素ユニットと、コモン電圧を入力するコモン電極とを含んでなるア
レイ基板であって、
　それぞれの該画素ユニットが１本の該第１走査線と、１本の該第２走査線と、１本の該
第３走査線と、１本の該データ線とに対応し、
　すべての該第２走査線が該アレイ基板の外周エリアに電気的に接続し、
　それぞれの該画素ユニットが第１画素電極と第２画素電極と第３画素電極と、及び該第
１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とにそれぞれ作用する第１開閉器と第２開
閉器と第３開閉器とを含み、かつそれぞれの該画素ユニットが第１制御回路と第２制御回
路とを含み、
　画素ユニットに対応する該データ線が該第１開閉器と該第２開閉器と該第３開閉器とを
通じて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とに接続してデータ信号を供給
し、
　該第１開閉器と該第２開閉器と該第３開閉器とが該第１走査線に第１走査信号を入力す
るとＯＮになり、
　該第１制御回路が該コモン電極に接続し、かつ該第１制御回路が該第２走査線に第２走
査信号を入力すると、該第１画素電極と該コモン電極との間の電圧差がゼロになって該第
１画素電極が黒い画面に対応した画像を表示した状態となり、
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　該第２制御回路が該第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第２画素電極と該第３
画素電極に作用して該第２画素電極と該第３画素電極との間の電圧差を変化させ、
　２Ｄ表示モードにおいて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とが、該画
素ユニットに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって２Ｄ画面に対応する画像
を表示する状態となり、該第２走査線に第４走査信号を入力すると該第１制御回路が該第
１画素電極を制御して該第１画素電極が２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、
次いで該画素ユニットに対応する第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第２制御回
路が該第２画素電極と該第３画素電極に作用し、該第２画素電極と該第３画素電極との電
圧差が該第２制御回路の作用によって変化して該第１画素電極と該第２画素電極と該第３
画素電極との二つずつの間にゼロではない電圧差が存在し、
　３Ｄ表示モードにおいて、該第２走査線に第２走査信号を入力して該第１制御回路が該
第１画素電極に作用するよう制御し、該第２画素電極と該第３画素電極とが、該画素ユニ
ットに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって３Ｄ画面に対応する画像を表示
する状態となり、該第１画素電極が該第１制御回路の作用によって黒い画面に対応する画
像を表示する状態となり、次いで該第３走査線に第３走査信号を入力して該第２制御回路
が該第２画素電極と該第３画素電極に作用するよう制御し、該第２画素電極と該第３画素
電極の間の電圧差が該第２制御回路の作用によって変化して該第２画素電極と該第３画素
電極の間にゼロでない電圧差が存在する
　ことを特徴とするアレイ基板。
【請求項２】
　前記第１制御回路が第４開閉器を含んでなり、該第４開閉器が制御端と第１端と第２端
とを含んでなり、該第４開閉器の該制御端が前記第２走査線に接続し、該第４開閉器の該
第１端が前記第１画素電極に接続し、該第４開閉器の該第２端が前記コモン電極接続し、
　該第２走査線に第２走査信号を入力した場合、該第４開閉器がＯＮとなり、該第１画素
電極と該コモン電極とが電気的に接続し、該第４開閉器がＯＮとなっている時間内に該第
１画素電極と該コモン電極との間の電圧差がゼロになるように制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載のアレイ基板。
【請求項３】
　前記第２制御回路が第５開閉器と、第１分圧コンデンサと、第２分圧コンデンサとを含
んでなり、
　該第５開閉器が制御端と、第１端と、第２端とを含んでなり、かつ該第５開閉器の該制
御端が前記第３走査線に接続し、該第５開閉器の該第１端が該第１分圧コンデンサの一端
に接続し、該第１分圧コンデンサの他端が前記第２画素電極に接続し、該第５開閉器の第
２端が前記第３画素電極に接続し、該第２分圧コンデンサの一端が該第１分圧コンデンサ
の一端に接続し、該第２分圧コンデンサの他端が前記コモン電極に接続し、
　前記第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第５開閉器がＯＮとなって前記第２画
素電極と前記第３画素電極との間の電圧差が該第１分圧コンデンサと該第２コンデンサと
によって変化することを特徴とする請求項１に記載のアレイ基板。
【請求項４】
　前記第１分圧コンデンサが、前記第１走査線を形成する金属と、前記データ線を形成す
る金属とによって構成され、
　前記第２分圧コンデンサが前記第１走査線を形成する金属と透明電極によって構成され
る
　ことを特徴とする請求項３に記載のアレイ基板。
【請求項５】
　複数の第１走査線と、複数の第２走査線と、複数の第３走査線と、複数のデータ線と、
複数列に配列された画素ユニットと、コモン電圧を入力するコモン電極とを含んでなるア
レイ基板であって、
　それぞれの該画素ユニットが１本の該第１走査線と、１本の該第２走査線と、１本の該
第３走査線と、１本の該データ線とに対応し、かつそれぞれの該画素ユニットが、第１画
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素電極と第２画素電極と第３画素電極と、及び該第１画素電極と該第２画素電極と該第３
画素電極とにそれぞれ作用する第１開閉器と第２開閉器と第３開閉器とを含むとともに、
それぞれの画素ユニットがさらに第１制御回路と第２制御回路とを含み、
　該画素ユニットに対応する該データ線が該第１開閉器と該第２開閉器と該第３開閉器と
を通じて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とに接続してデータ信号を提
供し、該第１開閉器と該第２開閉器と該第３開閉器とが、該第１走査線に第１走査信号を
入力するとＯＮになり、
　該第２走査線に第２走査信号を入力すると、該第１制御回路が該第１画素電極に作用し
て該第１画素電極が黒い画面に対応した画像を表示した状態となり、かつ該第３走査線に
第３走査信号を入力すると、該第２制御回路が該第２画素電極と該第３画素電極に作用し
て該第２画素電極と該第３画素電極との間の電圧差を変化させ、
　２Ｄ表示モードにおいて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とが、該画
素ユニットに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって２Ｄ画面に対応する画像
を表示する状態となり、該第１制御回路が該第２走査線に第４走査信号を入力すると該第
１画素電極が２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、
　該第２走査線に第４走査信号を入力すると該第１制御回路が該第１画素電極を制御して
、該第１画素電極が２Ｄ画面の画像を表示する状態になり、
　次いで該画素ユニットに対応する第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第２制御
回路が該第２画素電極と該第３画素電極に作用し、該第２画素電極と該第３画素電極との
電圧差が該第２制御回路の作用によって変化して該第１画素電極と該第２画素電極と該第
３画素電極との二つずつの間にゼロではない電圧差が存在し、
　３Ｄ表示モードにおいて、該第２走査線に第２走査信号を入力して該第１画素電極に作
用するように該第１制御回路を制御し、第２画素電極と第３画素電極とが、該画素ユニッ
トに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって３Ｄ画面に対応する画像を表示す
る状態となり、
該第１画素電極が該第１制御回路の作用によって黒い画面に対応する画像を表示する状態
となり、次いで該第３走査線に第３走査信号を入力して該第２制御回路が該第２画素電極
と該第３画素電極に作用するよう制御し、該第２画素電極と該第３画素電極の間の電圧差
が該第２制御回路の作用によって変化して該第２画素電極と該第３画素電極の間にゼロで
ない電圧差が存在する
　ことを特徴とするアレイ基板。
【請求項６】
　前記第１制御回路が前記コモン電極に接続し、前記第２走査線に第２走査信号を入力す
ると、該第１制御回路の制御によって該第２走査線と該コモン電極との間の電圧差がゼロ
ではなくなり、前記第１画素電極が黒い画面に対応する画像を表示する状態になる
　ことを特徴とする請求項５に記載のアレイ基板。
【請求項７】
　前記第１制御回路が第４開閉器を含んでなり、該第４開閉器が制御端と第１端と第２端
とを含んでなり、該第４開閉器の該制御端が前記第２走査線に接続し、該第４開閉器の該
第１端が前記第１画素電極に接続し、該第４開閉器の該第２端が前記コモン電極接続し、
該第２走査線に第２走査信号を入力した場合、該第４開閉器がＯＮとなり、該第１画素電
極と該コモン電極とが電気的に接続し、該第４開閉器がＯＮとなっている時間内に該第１
画素電極と該コモン電極との間の電圧差がゼロになるように制御する
　ことを特徴とする請求項６に記載のアレイ基板。
【請求項８】
　前記第２制御回路が第５開閉器と、第１分圧コンデンサと、第２分圧コンデンサとを含
んでなり、
　該第５開閉器が制御端と、第１端と、第２端とを含んでなり、かつ該第５開閉器の該制
御端が前記第３走査線に接続し、該第５開閉器の該第１端が該第１分圧コンデンサの一端
に接続し、該第１分圧コンデンサの他端が前記第２画素電極に接続し、該第５開閉器の第
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２端が前記第３画素電極に接続し、該第２分圧コンデンサの一端が該第１分圧コンデンサ
の一端に接続し、該第２分圧コンデンサの他端が前記コモン電極に接続し、
　前記第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第５開閉器がＯＮとなって前記第２画
素電極と前記第３画素電極との間の電圧差が該第１分圧コンデンサと該第２コンデンサと
によって変化する
　ことを特徴とする請求項５に記載のアレイ基板。
【請求項９】
　前記第１分圧コンデンサが、前記第１走査線を形成する金属と、前記データ線を形成す
る金属とによって構成され、
　前記第２分圧コンデンサが前記第１走査線を形成する金属と透明電極によって構成され
る
　ことを特徴とする請求項８に記載のアレイ基板。
【請求項１０】
　前記第２走査線が前記アレイ基板の外周エリアに電気的に接続する
　ことを特徴とする請求項５に記載のアレイ基板。
【請求項１１】
　複数の第１スキャンドライバと、少なくとも１以上の第２スキャンドライバと、複数の
第３スキャンドライバと、複数のデータドライバと、アレイ基板と、カラーフィルタ基板
と、該アレイ基板と該カラーフィルタ基板との間に位置する液晶層とを含んでなり、
　該アレイ基板が、複数の第１走査線と、複数の第２走査線と、複数の第３走査線と、複
数のデータ線と、複数列に配列された画素ユニットと、コモン電圧を入力するコモン電極
とを含んでなり、かつそれぞれの該画素ユニットが１本の該第１走査線と、１本の該第２
走査線と、１本の該第３走査線と、１本の該データ線とに対応し、
　それぞれの該第１スキャンドライバが１本の該第１走査線に接続して該第１走査線に第
１走査信号を入力し少なくとも１以上の該第２スキャンドライバが該第２走査線に接続し
て該第２走査線に第２走査信号と第４走査信号とを入力し、それぞれの該第３スキャンド
ライバが１本の該第３走査線に接続し、それぞれの該データドライバが１本のデータ該デ
ータ線に接続して該データ線にデータ信号を入力し、
　それぞれの該画素ユニットが第１画素電極と第２画素電極と第３画素電極と、及び該第
１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とにそれぞれ作用する第１開閉器と第２開
閉器と第３開閉器とを含み、かつそれぞれの該画素ユニットが第１制御回路と第２制御回
路とを含み、
　該画素ユニットに対応する該データ線が該第１開閉器と該第２開閉器と該第３開閉器と
を通じて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とに接続してデータ信号を供
給し、
　該第２走査線に第２走査信号を入力すると、該第１制御回路が該第１画素電極に作用し
て該第１画素電極が黒い画面に対応する画像を表示する状態となり、
　該第２走査線に第３走査信号を入力すると、該第１制御回路が該第２画素電極と該第３
画素電極に作用して、該第２画素電極と該第３画素電極との間の電圧差を変化させ、
　２Ｄ表示モードにおいて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とが、該画
素ユニットに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって２Ｄ画面に対応する画像
を表示する状態となり、該第２走査線に第４走査信号を入力すると該第１制御回路が該第
１画素電極を制御して、該第１画素電極が２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり
　次いで該第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第２制御回路が該第２画素電極と
該第３画素電極に作用し、該第２画素電極と該第３画素電極との電圧差が該第２制御回路
の作用によって変化して該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極との二つずつ
の間にゼロではない電圧差が存在し、
　３Ｄ表示モードにおいて、該第２走査線に第２走査信号を入力して該第１制御回路が該
第１画素電極に作用するよう制御し、該第２画素電極と該第３画素電極とが、該画素ユニ
ットに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって３Ｄ画面に対応する画像を表示
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する状態となり、該第１画素電極が該第１制御回路の作用によって黒い画面に対応する画
像を表示する状態となり、次いで該第３走査線に第３走査信号を入力して該第２制御回路
が該第２画素電極と該第３画素電極に作用するよう制御し、該第２画素電極と該第３画素
電極の間の電圧差が該第２制御回路の作用によって変化して該第２画素電極と該第３画素
電極の間にゼロでない電圧差が存在する
　ことを特徴とする液晶表示パネル。
【請求項１２】
　前記第１制御回路が該コモン電極と接続し、前記第２走査線に第２走査信号を入力する
と該第１制御回路が該第１画素電極と該コモン電極との間の電圧差がゼロになるように制
御し、前記第１画素電極が黒い画面に対応する画像を表示する状態になる
　ことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示パネル。
【請求項１３】
　前記第１制御回路が第４開閉器を含んでなり、該第４開閉器が制御端と第１端と第２端
とを含んでなり、該第４開閉器の該制御端が前記第２走査線に接続し、該第４開閉器の該
第１端が前記第１画素電極に接続し、該第４開閉器の該第２端が前記コモン電極接続し、
　該第２走査線に第２走査信号を入力した場合、該第４開閉器がＯＮとなり、該第１画素
電極と該コモン電極とが電気的に接続し、該第４開閉器がＯＮとなっている時間内に該第
１画素電極と該コモン電極との間の電圧差がゼロになるように制御する
　ことを特徴とする請求項１２に記載の液晶表示パネル。
【請求項１４】
　前記第２制御回路が第５開閉器と、第１分圧コンデンサと、第２分圧コンデンサとを含
んでなり、
　該第５開閉器が制御端と、第１端と、第２端とを含んでなり、かつ該第５開閉器の該制
御端が前記第３走査線に接続し、該第５開閉器の該第１端が該第１分圧コンデンサの一端
に接続し、該第１分圧コンデンサの他端が前記第２画素電極に接続し、該第５開閉器の第
２端が前記第３画素電極に接続し、該第２分圧コンデンサの一端が該第１分圧コンデンサ
の一端に接続し、該第２分圧コンデンサの他端が前記コモン電極に接続し、
　前記第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第５開閉器がＯＮとなって前記第２画
素電極と前記第３画素電極との間の電圧差が該第１分圧コンデンサと該第２コンデンサと
によって変化する
　ことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示パネル。
【請求項１５】
　前記第１分圧コンデンサが、前記第１走査線を形成する金属と、前記データ線を形成す
る金属とによって構成され、
　前記第２分圧コンデンサが前記第１走査線を形成する金属と透明電極によって構成され
る
　ことを特徴とする請求項１４に記載の液晶表示パネル。
【請求項１６】
　前記第２走査線の全てが前記アレイ基板の外周エリアに電気的に接続する
　ことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明は液晶表示技術に関し、特にアレイ基板及び液晶表示パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
ＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）方式の液晶表示パネルは、応答速度が速
く、コントラストが高いなどの長所を有し、目下液晶表示パネルの主流として発展しつつ
ある。但し、異なる視野角においては液晶分子の配向が一致せず、液晶分子の有効な屈折
率も異なる。このため、透過光線が強くなるという変化が生まれる。具体的な表現として
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は、斜めの視野角の光透過能力が下がり、正面方向の視野角に表現される色と一致しなく
なり、色差が発生する。このため、大視野角において観察すれば、色ずれにより色彩がリ
アルでなくなっていることが分かる。
【０００３】
大視野角において発生する色ずれの現象を改善すべく、画素のレイアウトにおいて一つの
画素をメイン画素エリアとサブ画素エリアとに区分けし、かつそれぞれの画素エリアを４
つのドメイン（液晶分子の配向ベクトルが基本的に同一の微小な領域）に分け、ここから
それぞれの画素を８つのドメインに分け、かつメイン画素エリアとサブ画素エリアの電圧
が異なるように制御する。このため２つの画素エリアの中の液晶分子の配向が異なるよう
になり、大視野角における色ずれの発生という欠点を改善することができ、ＬＳＣ（Ｌｏ
ｗ　Ｃｏｌｏｒ　Ｓｈｉｆｔ）の効果を達成することができる。
【０００４】
上述する問題を解決するために、従来の技術においては、図１、２に開示するように、一
つの画素をサブ画素エリアＡ、サブ画素エリアＢ、サブ画素エリアＣの３つに分け、かつ
それぞれのサブ画素エリアを４つのドメインに分ける。それぞれの画素は２本のデータ線
と２本の走査線とによって駆動する。
【０００５】
２Ｄの表示モードにおいて、ＧａｔｅＮ_１を介して薄膜トランジスタ１、薄膜トランジ
スタ２、薄膜トランジスタ３を同時に制御して通電させ、サブ画素エリアＡに対応するデ
ータ信号を出力する。ＤａｔｅＮ_２がサブ画素エリアＢとサブ画素エリアＣに対応する
データ信号を出力し、サブ画素エリアＡとサブ画素エリアＢとサブ画素エリアＣとによっ
て正常に２Ｄ画像を表示する。係る構造は、２Ｄ表示モードにおいて開口率を高めること
ができる。
【０００６】
　また、ＤａｔｅＮ＿１とＤａｔｅＮ＿２とがそれぞれサブ画素エリアＡとサブ画素エリ
アＢとサブ画素エリアＣとに異なるデータ信号を出力し、サブ画素エリアＡとサブ画素エ
リアＢとサブ画素エリアＣとの電圧をそれぞれ異なる値にする。その後ＧａｔｅＮ＿２の
制御によって薄膜トランジスタ４を通電させ、コンデンサ５の作用によってサブ画素エリ
アＢとサブ画素エリアＣとの電圧が異なるようにする。このためサブ画素エリアＡとサブ
画素エリアＢとサブ画素エリアＣとの電圧を異なるものとし、２Ｄ表示モードにおけるＬ
ＳＣ（Ｌｏｗ　Ｃｏｌｏｒ　Ｓｈｉｆｔ）の効果を達成することができる。
【０００７】
３Ｄ表示モードにおいては、ＧａｔｅＮ_１を介して薄膜トランジスタ１、薄膜トランジ
スタ２、薄膜トランジスタ３を同時に制御して通電させ、サブ画素エリアＡに対応するデ
ータ信号を出力し、サブ画素エリアＡに非透過状態の黒の画面を表示させる。ＤａｔｅＮ
_２がサブ画素エリアＢとサブ画素エリアＣに対応するデータ信号を出力し、画素エリア
Ｂと画素エリアＢと画素エリアＣとによって３Ｄ画像を表示する。ここから隣り合う２列
の画素において、一方の列の画素の左目の画像を表示するサブ画素エリアＢとサブ画素エ
リアＣと、他方の列の画素の右目の画像を表示するサブ画素エリアＢとサブ画素エリアＣ
との間に黒の画面を表示するサブ画素エリアＡを具えることになる。黒の画面を表示する
サブ画素エリアＡはＢＭと等価となり、ここから３Ｄ両眼の信号のクロストークを抑制す
ることができる。その後、ＧａｔｅＮ_２の制御によって薄膜トランジスタ４を通電させ
、コンデンサ５の作用によってサブ画素エリアＢとサブ画素エリアＣとの電圧を異なる値
とし、ここから３Ｄ表示モードにおけるＬＳＣ（Ｌｏｗ　Ｃｏｌｏｒ　Ｓｈｉｆｔ）の効
果を実現する。
【０００８】
上述する従来の技術によれば、２Ｄ表示モードにおける開口率の問題と、３Ｄ表示モード
における両眼の信号クロストークの問題を改善することができる。同時に、２Ｄ表示モー
ドと３Ｄ表示モードにおいてＬＳＣ（Ｌｏｗ　Ｃｏｌｏｒ　Ｓｈｉｆｔ）の効果を実現す
ることができる。然しながら、上述する従来の技術は、それぞれの画素が２本のデータ線
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による起動を必要とする。よって、これに対応してデータドライバの数量も増加すること
になり、製造コストを節減させるには不利になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　この発明は、大視野角における色ずれを抑制し、２Ｄ表示モードにおける開口率を高め
、かつ３Ｄ両眼信号のクロストークを抑制するともに、データドライバの数量を現象させ
て製造コストの低減に有利となるアレイ基板及び液晶表示パネルを提供することを課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
そこで、本発明者は従来の技術に見られる欠点に鑑み鋭意研究を重ねた結果、複数の第１
走査線と、複数の第２走査線と、複数の第３走査線と、複数のデータ線と、複数列に配列
された画素ユニットと、コモン電圧を入力するコモン電極とを含んでなる該アレイ基板と
、
複数の第１スキャンドライバと、少なくとも１以上の第２スキャンドライバと、複数の第
３スキャンドライバと、複数のデータドライバと、アレイ基板と、カラーフィルタ基板と
、該アレイ基板と該カラーフィルタ基板との間に位置する液晶層とを含んでなる液晶表示
パネルにと、によって課題を解決できる点に着眼し、係る知見に基づいてこの発明を完成
させた。
【００１１】
以下この発明について説明する。請求項１に記載するアレイ基板は、　複数の第１走査線
と、複数の第２走査線と、複数の第３走査線と、複数
のデータ線と、複数列に配列された画素ユニットと、コモン電圧を入力するコモン電極と
を含んでなるアレイ基板であって、
　それぞれの該画素ユニットが１本の該第１走査線と、１本の該第２走査線と、１本の該
第３走査線と、１本の該データ線とに対応し、
　すべての該第２走査線が該アレイ基板の外周エリアに電気的に接続し、
それぞれの該画素ユニットが第１画素電極と第２画素電極と第３画素電極と、及び該第１
画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とにそれぞれ作用する第１開閉器と第２開閉
器と第３開閉器とを含み、かつそれぞれの該画素ユニットが第１制御回路と第２制御回路
とを含み、
該画素ユニットに対応する該データ線が該第１開閉器と該第２開閉器と該第３開閉器とを
通じて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とに接続してデータ信号を供給
し、
該第１開閉器と該第２開閉器と該第３開閉器とが該第１走査線に第１走査信号を入力する
とＯＮになり、
該第１制御回路が該コモン電極に接続し、かつ該第１制御回路が該第２走査線に第２走査
信号を入力すると、該第１画素電極と該コモン電極との間の電圧差がゼロになって該第１
画素電極が黒い画面に対応した画像を表示した状態となり、
該第２制御回路が該第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第２画素電極と該第３画
素電極に作用して該第２画素電極と該第３画素電極との間の電圧差を変化させ、
２Ｄ表示モードにおいて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とが、該画素
ユニットに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって２Ｄ画面に対応する画像を
表示する状態となり、該第２走査線に第４走査信号を入力すると該第１制御回路が該第１
画素電極を制御して該第１画素電極が２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、次
いで該画素ユニットに対応する第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第２制御回路
が該第２画素電極と該第３画素電極に作用し、該第２画素電極と該第３画素電極との電圧
差が該第２制御回路の作用によって変化して該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画
素電極との二つずつの間にゼロではない電圧差が存在し、
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３Ｄ表示モードにおいて、該第２走査線に第２走査信号を入力して該第１制御回路が該第
１画素電極に作用するよう制御し、該第２画素電極と該第３画素電極とが、該画素ユニッ
トに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって３Ｄ画面に対応する画像を表示す
る状態となり、該第１画素電極が該第１制御回路の作用によって黒い画面に対応する画像
を表示する状態となり、次いで該第３走査線に第３走査信号を入力して該第２制御回路が
該第２画素電極と該第３画素電極に作用するよう制御し、該第２画素電極と該第３画素電
極の間の電圧差が該第２制御回路の作用によって変化して該第２画素電極と該第３画素電
極の間にゼロでない電圧差が存在する。
【００１２】
請求項２に記載するアレイ基板は、請求項１における第１制御回路が第４開閉器を含んで
なり、該第４開閉器が制御端と第１端と第２端とを含んでなり、該第４開閉器の該制御端
が前記第２走査線に接続し、該第４開閉器の該第１端が前記第１画素電極に接続し、該第
４開閉器の該第２端が前記コモン電極接続し、
該第２走査線に第２走査信号を入力した場合、該第４開閉器がＯＮとなり、該第１画素電
極と該コモン電極とが電気的に接続し、該第４開閉器がＯＮとなっている時間内に該第１
画素電極と該コモン電極との間の電圧差がゼロになるように制御する。
【００１３】
請求項３に記載するアレイ基板は、請求項１における第２制御回路が第５開閉器と、第１
分圧コンデンサと、第２分圧コンデンサとを含んでなり、
該第５開閉器が制御端と、第１端と、第２端とを含んでなり、かつ該第５開閉器の該制御
端が前記第３走査線に接続し、該第５開閉器の該第１端が該第１分圧コンデンサの一端に
接続し、該第１分圧コンデンサの他端が前記第２画素電極に接続し、該第５開閉器の第２
端が前記第３画素電極に接続し、該第２分圧コンデンサの一端が該第１分圧コンデンサの
一端に接続し、該第２分圧コンデンサの他端が前記コモン電極に接続し、
前記第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第５開閉器がＯＮとなって前記第２画素
電極と前記第３画素電極との間の電圧差が該第１分圧コンデンサと該第２コンデンサとに
よって変化する。
【００１４】
請求項４に記載するアレイ基板は、請求項３における第１分圧コンデンサが、前記第１走
査線を形成する金属と、前記データ線を形成する金属とによって構成され、
　前記第２分圧コンデンサが前記第１走査線を形成する金属と透明電極によって構成され
る。
【００１５】
　請求項５に記載するアレイ基板は、複数の第１走査線と、複数の第２走査線と、複数の
第３走査線と、複数のデータ線と、複数列に配列された画素ユニットと、コモン電圧を入
力するコモン電極とを含んでなるアレイ基板であって、
　それぞれの該画素ユニットが１本の該第１走査線と、１本の該第２走査線と、１本の該
第３走査線と、１本の該データ線とに対応し、かつそれぞれの該画素ユニットが、第１画
素電極と第２画素電極と第３画素電極と、及び該第１画素電極と該第２画素電極と該第３
画素電極とにそれぞれ作用する第１開閉器と第２開閉器と第３開閉器とを含むとともに、
それぞれの画素ユニットがさらに第１制御回路と第２制御回路とを含み、
　該画素ユニットに対応する該データ線が該第１開閉器と該第２開閉器と該第３開閉器と
を通じて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とに接続してデータ信号を提
供し、該第１開閉器と該第２開閉器と該第３開閉器とが、該第１走査線に第１走査信号を
入力するとＯＮになり、
　該第２走査線に第２走査信号を入力すると、該第１制御回路が該第１画素電極に作用し
て該第１画素電極が黒い画面に対応した画像を表示した状態となり、かつ該第３走査線に
第３走査信号を入力すると、該第２制御回路が該第２画素電極と該第３画素電極に作用し
て該第２画素電極と該第３画素電極との間の電圧差を変化させ、
　２Ｄ表示モードにおいて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とが、該画
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素ユニットに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって２Ｄ画面に対応する画像
を表示する状態となり、該第１制御回路が該第２走査線に第４走査信号を入力すると該第
１画素電極が２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり、
　該第２走査線に第４走査信号を入力すると該第１制御回路が該第１画素電極を制御して
、該第１画素電極が２Ｄ画面の画像を表示する状態になり、
　次いで該画素ユニットに対応する第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第２制御
回路が該第２画素電極と該第３画素電極に作用し、該第２画素電極と該第３画素電極との
電圧差が該第２制御回路の作用によって変化して該第１画素電極と該第２画素電極と該第
３画素電極との二つずつの間にゼロではない電圧差が存在し、
　３Ｄ表示モードにおいて、該第２走査線に第２走査信号を入力して該第１画素電極に作
用するように該第１制御回路を制御し、第２画素電極と第３画素電極とが、該画素ユニッ
トに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって３Ｄ画面に対応する画像を表示す
る状態となり、
　該第１画素電極が該第１制御回路の作用によって黒い画面に対応する画像を表示する状
態となり、次いで該第３走査線に第３走査信号を入力して該第２制御回路が該第２画素電
極と該第３画素電極に作用するよう制御し、該第２画素電極と該第３画素電極の間の電圧
差が該第２制御回路の作用によって変化して該第２画素電極と該第３画素電極の間にゼロ
でない電圧差が存在する。
【００１６】
請求項６に記載するアレイ基板は、請求項５における第１制御回路が前記コモン電極に接
続し、前記第２走査線に第２走査信号を入力すると、該第１制御回路の制御によって該第
２走査線と該コモン電極との間の電圧差がゼロではなくなり、前記第１画素電極が黒い画
面に対応する画像を表示する状態になる。
【００１７】
請求項７に記載するアレイ基板は、請求項６における第１制御回路が第４開閉器を含んで
なり、該第４開閉器が制御端と第１端と第２端とを含んでなり、該第４開閉器の該制御端
が前記第２走査線に接続し、該第４開閉器の該第１端が前記第１画素電極に接続し、該第
４開閉器の該第２端が前記コモン電極接続し、該第２走査線に第２走査信号を入力した場
合、該第４開閉器がＯＮとなり、該第１画素電極と該コモン電極とが電気的に接続し、該
第４開閉器がＯＮとなっている時間内に該第１画素電極と該コモン電極との間の電圧差が
ゼロになるように制御する。
【００１８】
請求項８に記載するアレイ基板は、請求項５における第２制御回路が第５開閉器と、第１
分圧コンデンサと、第２分圧コンデンサとを含んでなり、
該第５開閉器が制御端と、第１端と、第２端とを含んでなり、かつ該第５開閉器の該制御
端が前記第３走査線に接続し、該第５開閉器の該第１端が該第１分圧コンデンサの一端に
接続し、該第１分圧コンデンサの他端が前記第２画素電極に接続し、該第５開閉器の第２
端が前記第３画素電極に接続し、該第２分圧コンデンサの一端が該第１分圧コンデンサの
一端に接続し、該第２分圧コンデンサの他端が前記コモン電極に接続し、
前記第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第５開閉器がＯＮとなって前記第２画素
電極と前記第３画素電極との間の電圧差が該第１分圧コンデンサと該第２コンデンサとに
よって変化する。
【００１９】
請求項９に記載するアレイ基板は、請求項８における第１分圧コンデンサが、前記第１走
査線を形成する金属と、前記データ線を形成する金属とによって構成され、
　前記第２分圧コンデンサが前記第１走査線を形成する金属と透明電極によって構成され
る。
【００２０】
請求項１０に記載するアレイ基板は、請求項５における第２走査線が前記アレイ基板の外
周エリアに電気的に接続する。
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【００２１】
請求項１１に記載する表示パネルは、複数の第１スキャンドライバと、少なくとも１以上
の第２スキャンドライバと、複数の第３スキャンドライバと、複数のデータドライバと、
アレイ基板と、カラーフィルタ基板と、該アレイ基板と該カラーフィルタ基板との間に位
置する液晶層とを含んでなり、
該アレイ基板が、複数の第１走査線と、複数の第２走査線と、複数の第３走査線と、複数
のデータ線と、複数列に配列された画素ユニットと、コモン電圧を入力するコモン電極と
を含んでなり、かつそれぞれの該画素ユニットが１本の該第１走査線と、１本の該第２走
査線と、１本の該第３走査線と、１本の該データ線とに対応し、
　それぞれの該第１スキャンドライバが１本の該第１走査線に接続して該第１走査線に第
１走査信号を入力し少なくとも１以上の該第２スキャンドライバが該第２走査線に接続し
て該第二走査線に第２走査信号と第４走査信号とを入力し、それぞれの該第３スキャンド
ライバが１本の該第３走査線に接続し、それぞれの該データドライバが１本のデータ該デ
ータ線に接続して該データ線にデータ信号を入力し、
それぞれの該画素ユニットが第１画素電極と第２画素電極と第３画素電極と、及び該第１
画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とにそれぞれ作用する第１開閉器と第２開閉
器と第３開閉器とを含み、かつそれぞれの該画素ユニットが第１制御回路と第２制御回路
とを含み、
該画素ユニットに対応する該データ線が該第１開閉器と該第２開閉器と該第３開閉器とを
通じて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とに接続してデータ信号を供給
し、
該第２走査線に第２走査信号を入力すると、該第１制御回路が該第１画素電極に作用して
該第１画素電極が黒い画面に対応する画像を表示する状態となり、
該第２走査線に第３走査信号を入力すると、該第１制御回路が該第２画素電極と該第３画
素電極に作用して、該第２画素電極と該第３画素電極との間の電圧差を変化させ、
２Ｄ表示モードにおいて該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極とが、該画素
ユニットに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって２Ｄ画面に対応する画像を
表示する状態となり、該第２走査線に第４走査信号を入力すると該第１制御回路が該第１
画素電極を制御して、該第１画素電極が２Ｄ画面に対応する画像を表示する状態となり
次いで該第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第２制御回路が該第２画素電極と該
第３画素電極に作用し、該第２画素電極と該第３画素電極との電圧差が該第２制御回路の
作用によって変化して該第１画素電極と該第２画素電極と該第３画素電極との二つずつの
間にゼロではない電圧差が存在し、
３Ｄ表示モードにおいて、該第２走査線に第２走査信号を入力して該第１制御回路が該第
１画素電極に作用するよう制御し、該第２画素電極と該第３画素電極とが、該画素ユニッ
トに対応する該第１走査線と該データ線の作用によって３Ｄ画面に対応する画像を表示す
る状態となり、該第１画素電極が該第１制御回路の作用によって黒い画面に対応する画像
を表示する状態となり、次いで該第３走査線に第３走査信号を入力して該第２制御回路が
該第２画素電極と該第３画素電極に作用するよう制御し、該第２画素電極と該第３画素電
極の間の電圧差が該第２制御回路の作用によって変化して該第２画素電極と該第３画素電
極の間にゼロでない電圧差が存在する。
【００２２】
請求項１２に記載する液晶表示パネルは、請求項１１における第１制御回路が該コモン電
極と接続し、前記第２走査線に第２走査信号を入力すると該第１制御回路が該第１画素電
極と該コモン電極との間の電圧差がゼロになるように制御し、前記第１画素電極が黒い画
面に対応する画像を表示する状態になる。
【００２３】
請求項１３に記載する液晶表示パネルは、請求項１２における第１制御回路が第４開閉器
を含んでなり、該第４開閉器が制御端と第１端と第２端とを含んでなり、該第４開閉器の
該制御端が前記第２走査線に接続し、該第４開閉器の該第１端が前記第１画素電極に接続
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し、該第４開閉器の該第２端が前記コモン電極接続し、
該第２走査線に第２走査信号を入力した場合、該第４開閉器がＯＮとなり、該第１画素電
極と該コモン電極とが電気的に接続し、該第４開閉器がＯＮとなっている時間内に該第１
画素電極と該コモン電極との間の電圧差がゼロになるように制御する。
【００２４】
請求項１４に記載する液晶表示パネルは、請求項１１における第２制御回路が第５開閉器
と、第１分圧コンデンサと、第２分圧コンデンサとを含んでなり、
該第５開閉器が制御端と、第１端と、第２端とを含んでなり、かつ該第５開閉器の該制御
端が前記第３走査線に接続し、該第５開閉器の該第１端が該第１分圧コンデンサの一端に
接続し、該第１分圧コンデンサの他端が前記第２画素電極に接続し、該第５開閉器の第２
端が前記第３画素電極に接続し、該第２分圧コンデンサの一端が該第１分圧コンデンサの
一端に接続し、該第２分圧コンデンサの他端が前記コモン電極に接続し、
前記第３走査線に第３走査信号を入力すると、該第５開閉器がＯＮとなって前記第２画素
電極と前記第３画素電極との間の電圧差が該第１分圧コンデンサと該第２コンデンサとに
よって変化する。
【００２５】
請求項１５に記載する液晶表示パネルは、請求項１４における第１分圧コンデンサが、前
記第１走査線を形成する金属と、前記データ線を形成する金属とによって構成され、
　前記第２分圧コンデンサが前記第１走査線を形成する金属と透明電極によって構成され
る。
【００２６】
請求項１６に記載する液晶表示パネルは、請求項１１における第２走査線の全てが前記ア
レイ基板の外周エリアに電気的に接続する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】従来の技術によるアレイ基板の画素の構造を示した説明図である。
【図２】図１における画素の構造と均等の効果を有する回路図である。
【図３】この発明によるアレイ基板の実施例の構造を示した説明図である。
【図４】図３に開示するアレイ基板における画素ユニットの実施の形態の構造を示した説
明図である。
【図５】図４に開示する画素ユニットの構造と均等の効果を有する回路図である。
【図６】この発明による液晶表示パネルの実施の形態の側面構造を示した説明図である。
【図７】図６に開示する液晶表示パネルの平面構造を示し、かつ液晶表示パネルのアレイ
基板とドライバのみを開示した説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
この発明は、大視野角における色ずれを抑制し、２Ｄ表示モードにおける開口率を高め、
かつ３Ｄ両眼信号のクロストークを抑制するともに、データドライバの数量を現象させて
製造コストの低減に有利となるアレイ基板及び液晶表示パネルを提供するものであって、
該アレイ基板は、複数の第１走査線と、複数の第２走査線と、複数の第３走査線と、複数
のデータ線と、複数列に配列された画素ユニットと、コモン電圧を入力するコモン電極と
を含んでなる。また、該液晶表示パネルは複数の第１スキャンドライバと、少なくとも１
以上の第２スキャンドライバと、複数の第３スキャンドライバと、複数のデータドライバ
と、アレイ基板と、カラーフィルタ基板と、該アレイ基板と該カラーフィルタ基板との間
に位置する液晶層とを含んでなる。係るアレイ基板及び液晶表示パネルについて、その構
造と特徴を説明するために、具体的な実施例を挙げ、図面を参照にして以下に詳述する。
【実施例】
【００２９】
この発明について、図面を参照にして実施例を以下に詳述する。図３、５に開示するよう
に、この発明によるアレイ基板の実施例において、該アレイ基板は複数の第１走査線１１
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と、複数の第２走査線１２と、複数の第３走査線１３と、複数のデータ線１４と、複数列
に配列した画素ユニット１５とを含んでなる。また、該アレイ基板はコモン電圧を入力す
るためのコモン電極１６を含み、それぞれの画素ユニット１５には第１走査線１１が１本
と、第２走査線１２が一本と、第３走査線１３が１本と、及びデータ線１４が対応する。
【００３０】
　図５に開示するように、それぞれの画素ユニット１５は、第１画素電極Ｍ１と第２画素
電極Ｍ２と、第３画素電極Ｍ３と、及び第１画素電極Ｍ１に対応する第１開閉器Ｑ１と、
第２画素電極Ｍ２に対応する第２開閉器Ｑ２と、第３画素電極Ｍ３に対応する第３開閉器
Ｑ３とを含む。第１開閉器Ｑ１の制御端と、第２開閉器Ｑ２の制御端と、第３開閉器Ｑ３
の制御端とは、それぞれ画素ユニット１５の第１走査線１１に対応して電気的に接続し、
第１走査信号を受信する。また、第１開閉器Ｑ１の入力端と、第２開閉器Ｑ２の入力端と
、第３開閉器Ｑ３の入力端とは、それぞれ画素ユニット１５のデータ線１４に対応して電
気的に接続し、かつ第１開閉器Ｑ１の出力端が画素電極Ｍ１に電気的に接続し、第２開閉
器Ｑ２の出力端が第３画素電極Ｍ３に電気的に接続し、第３開閉器Ｑ３の出力端が第３画
素電極Ｍ３に電気的に接続する。第１走査線１１に走査信号を入力する場合、第１開閉器
Ｑ１と、第２開閉器Ｑ２と、第３開閉器Ｑ３とがＯＮになり、データ線１４は第１開閉器
Ｑ１と、第２開閉器Ｑ２と、第３開閉器Ｑ３とを通じて第１画素電極Ｍ１と、第２画素電
気極Ｍ２と、第３画素電極Ｍ３とにデータ信号を供する。よって、第１画素電極Ｍ１と、
第２画素電気極Ｍ２と、第３画素電極Ｍ３とが駆動され、作動する。実施例の方法によれ
ば、第１開閉器Ｑ１と、第２開閉器Ｑ２と、第３開閉器Ｑ３とは、いずれも薄膜トランジ
スタであって、その制御端は薄膜トランジスタのゲートに対応し、入力端は薄膜トランジ
スタのソースに対応し、出力端は薄膜トランジスタのドレインに対応する。当然のことな
がら、その他の実施の形態において、第１開閉器Ｑ１と、第２開閉器Ｑ２と、第３開閉器
Ｑ３とが三極真空管であるか、もしくはダーリントントランジスタであってもよく、この
点においては限定しない。
【００３１】
また、全ての第２走査線１２は、アレイ基板の外周エリア（画素エリアの外のエリア）に
電気的に接続する。当然のことながら、その他の実施の形態において、全ての第２走査線
１２がアレイ基板の内部エリア（画素エリア）に電気的に接続するか、もしくは全ての第
２走査線１２は互いに独立していてもよい。この点においては具体的に限定しない。
【００３２】
液晶表示技術において、液晶表示パネルに表示を実現させるための原理は、アレイ基板の
画素電極とカラーフィルタ基板との内のコモン電極の間に存在する一定の電圧差によるも
のであって、ここから画素電極が正常に対応する画像を表示することができる。アレイ基
板内の画素電極とカラーフィルタ基板内のコモン電極との間の電圧差がゼロであった場合
、画素電極は対応する黒い画面の画像を表示し、この場合カラーフィルタ基板内のコモン
電極に印加したコモン電圧と、アレイ基板内のコモン電極に印加したコモン電圧は同一で
ある。
【００３３】
実施例において、画素ユニットは、第１制御回路１５１と第２制御回路１５２とを含み、
第２走査線１２が第１制御回路１５１に電気的に接続して第１制御回路１５１を制御する
。第１制御回路１５１は第１画素電極Ｍ１とコモン電極１６とに接続する。第１制御回路
１５１は、第２走査線１２に第２走査信号を入力した場合、第１画素電極Ｍ１に作用して
第１画素電極Ｍ１とコモン電極１６との間の電圧差がゼロになるように制御する。このた
め、第１画素電極Ｍ１は黒い画面に対応した電圧状態になる。第３走査線１３は第２制御
回路１５２に接続して第２制御回路１５２を制御する。第２制御回路１５２は、第３走査
線１３に第３走査信号を入力した場合、第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とに作用し
て第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３との電圧差を変更する。
【００３４】
具体的には、第１制御回路１５１は第４開閉器Ｑ４を含んでなり、第４開閉器Ｑ４は制御
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端と第１端と第２端とを含む。第４開閉器Ｑ４の制御端は、第２走査線１２と電気的に接
続し、第４開閉器Ｑ４の第１端は第１画素電極Ｍ１と電気的に接続する。第４開閉器Ｑ４
の第２端はコモン電極１６に電気的に接続する。第２走査線１２に第２走査信号を入力し
た場合、第４開閉器Ｑ４がＯＮとなり、第４開閉器Ｑ４はＯＮとなった時間内に第１画素
電極Ｍ１とコモン電極１６との間の電圧差がゼロになるように制御する。このため第１画
素電極Ｍ１が黒い画面の表示に対応する電圧状態になる。第２制御回路１５２は第５開閉
器Ｑ５と、第１分圧コンデンサＣ１と、第２分圧コンデンサＣ２とを含み、第１分圧コン
デンサＣ１は第１走査線１１を形成する金属と、データ線１４を形成する金属とによって
形成され、かつ第２分圧コンデンサＣ２は第１走査線１１を形成する金属と透明電極によ
って構成される。第５開閉器Ｑ５は、制御端と、第１端と、第２端とを含んでなり、第５
開閉器Ｑ５の制御端は第３走査線１３と電気的に接続し、第５開閉器Ｑ５の第１端は第１
分圧コンデンサＣ１の第１端に接続し、第１分圧コンデンサＣ１の他端は第２画素電極Ｍ
２に接続する。また第５開閉器Ｑ５の第２端は第３画素電極Ｍ３に接続し、第２分圧コン
デンサＣ２の一端は第１分圧コンデンサＣ１の一端に接続し、第２分圧コンデンサＣ２の
他端はコモン電極に接続する。第３走査線１３に第３走査信号を入力した場合、第５開閉
器Ｑ５がＯＮとなり、第２画素電極Ｍ２は第１分圧コンデンサＣ１と第５開閉器Ｑ５を通
じて第３画素電極Ｍ３に接続し、第１分圧コンデンサＣ１と第２分圧コンデンサＣ２と第
５開閉器Ｑ５との作用によって第２画素電極Ｍ２の電圧と第３画素電極Ｍ３の電圧とにそ
れぞれ変化が発生する。ここから第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３との電圧差が変更
される。実施例における第４開閉器Ｑ４と第５開閉器Ｑ５とは、いずれも薄膜トランジス
タであって、第４開閉器Ｑ４の制御端と第５開閉器Ｑ５の制御端とは、薄膜トランジスタ
のゲートに対応し、第４開閉器Ｑ４の第１端と第５開閉器Ｑ５の第１端は薄膜トランジス
タのソースに対応し、第４開閉器Ｑ４の第２端と第５開閉器Ｑ５の第２端は薄膜トランジ
スタのドレインに対応する。
【００３５】
他の実施の形態において、第４開閉器Ｑ４と第５開閉器Ｑ５とが三極真空管であるか、も
しくはダーリントントランジスタであってもよく、この点においては限定しない。
【００３６】
実施例によるアレイ基板は、２Ｄ表示モードと３Ｄ表示モードとにおける大視野角での色
ずれの発生を抑制することができ、かつ２Ｄ表示モードにおける開口率を高め、３Ｄ両眼
信号のクロストークを抑制することができる。
【００３７】
　２Ｄ表示モードにおいて、コモン電極１６に固定的で不変のコモン電圧を入力し、一行
の画素ユニット１５に対して走査を行う場合、先ず第１走査線１１に第１走査信号を入力
して第１開閉器Ｑ１、第２開閉器Ｑ２、第３開閉器Ｑ３をＯＮにする。データ線１４は、
第１開閉器Ｑ１と第２開閉器Ｑ２と第３開閉器Ｑ３とを通じて第１画素電極Ｍ１と第２画
素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とにデータ信号を入力し、第１画素電極Ｍ１と第２画素電
極Ｍ２と第３画素電極Ｍが２Ｄ画面に対応した画像を表示する状態になる。この表示モー
ドにおいて、第２走査線１２に低レベル電圧（－２～１２Ｖ）の第４走査信号を入力して
第４開閉器Ｑ４がＯＦＦになるよう制御する。例えば－６Ｖの低レベル走査信号を入力し
て第４開閉器Ｑ４が２Ｄ表示モードにおいてＯＦＦの状態を維持できるようにする。ここ
から第１画素電極Ｍ１とコモン電極１６との接続を切断する。このため。第１画素電極Ｍ
１が対応する２Ｄ画面を表示する電圧状態となる。即ち、２Ｄ表示モードにおいて３つの
画素電極である第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とが、いずれも
正常に２Ｄ画面を表示する状態となり、このため２Ｄ表示モードにおける開口率を高める
ことができる。
【００３８】
　この場合、第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とは、同様の電圧
を具え、この三者の間の電圧差はゼロである。次いで、第１走査線１１による走査信号の
入力を中止し、第１開閉器Ｑ１と第２開閉器Ｑ２と第３開閉器Ｑ３とをＯＦＦにし、第３
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走査線１３に第３走査信号を入力して第５開閉器Ｑ５がＯＮになるよう制御する。正極性
（即ち、データ信号がコモン電圧より大きい）の反転駆動時間において、第５開閉器Ｑ５
がＯＮになった場合、第３画素電極Ｍ３の一部電荷が第１分圧コンデンサＣ１と分圧コン
デンサＣ２とに移転する。よって、第２画素電極Ｍ３の電圧が下がり、かつ第２画素電極
Ｍ２の電圧が第１分圧コンデンサＣ１によって増加し、ここから第２画素電極Ｍ２と第３
画素電極Ｍ３との電圧に変化が発生し、両者の電圧が同一ではなくなり、第２画素電極Ｍ
２と第３画素電極Ｍ３との間の電圧差に変化が生じて両者の電圧差がゼロではなくなる。
　上述する情況下にあって、第１画素Ｍ１は、依然としてその前の時間にデータ線１４か
ら入力したデータ信号の電圧を維持し、第２画素電極Ｍ２は電圧が増加し、第３画素電極
Ｍ３は電圧が下がる。このため、第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ
３とのそれぞれの間の電圧が、いずれも同一でなくなり、第１画素電極Ｍ１と第２画素電
極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とのそれぞれの間にはゼロとならない電圧差が存在することに
なる。負極性（データ信号がコモン電圧より小さい）の反転駆動時間において、第５開閉
器Ｑ５がＯＮとなった場合、第１分圧コンデンサＣ１と第２分圧コンデンサＣ２の一部の
電荷が第３画素電極Ｍ３に移転して第３画素電極Ｍ３の電圧が増加し、かつ第２画素電極
Ｍ２の電圧が第１分圧コンデンサＣ１を通じて減少する。このため第２画素電極Ｍ２と第
３画素電極Ｍ３との電圧に変化が生じ、両者の電圧が異なったものとなる。ここから第２
画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３との間の電圧差に変化が生じる。即ち、両者の間の電圧
差がゼロではなくなる。係る情況下にあって、第１画素電極Ｍ１の電圧は、依然としてそ
の前の時間にデータ線１４から入力したデータ信号の電圧を維持し、第２画素電極の電圧
が減少し、第３画素電極Ｍ３の電圧が増加する。このため第１画素電極Ｍ１と第２画素電
極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とのそれぞれの間の電圧が、いずれも同一でなくなり、第１画
素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とのそれぞれの間にはゼロとならない
電圧差が存在することになる。したがって、正極性の反転であろうと負極性の反転であろ
うと、第５開閉器がＯＮとなった場合、第１分圧コンデンサＣ１と第２分圧コンデンサＣ
２との作用によって第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３との間電圧差に変化を生じさせ
ることができ、ここから３つの画素電極である第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２と第
３画素電極Ｍ３との間の電圧差がゼロではなくなる。第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ
２と第３画素電極Ｍ３との間の電圧差がいずれも異なったものとなることによって、第１
画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とがそれぞれ対応する液晶表示エリ
アにおける液晶分子の回転も異なったものとなる。よって２Ｄ表示モードにおける大視野
角に見られる色の差異の発生を減少させ、色ずれを抑制することができる。
【００３９】
　３Ｄ表示モードにおいて、コモン電極１６に固定的で不変のコモン電圧を入力し、第２
走査線１２に高レベル（０ｖ～３３ｖ）の第２走査信号を入力して第４開閉器Ｑ４がＯＮ
になるよう制御する。例えば１０Ｖの高レベル走査信号を入力して第４開閉器Ｑ４が３Ｄ
表示モードにおいてＯＮの状態を維持できるようにする。また、第１走査線１１に第１走
査信号を入力して第１開閉器Ｑ１と第２開閉器Ｑ２と第３開閉器Ｑ３とをＯＮにする。デ
ータ線１４は３つの開閉器である第１開閉器Ｑ１と第２開閉器Ｑ２と第３開閉器Ｑ３とを
通じて第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とにデータ信号を入力す
る。
【００４０】
この場合、第４開閉器Ｑ４がＯＮの状態となることによって第１画素電極Ｍ１とコモン電
極１６とが電気的に接続する。そして正、負極性反転駆動方式によって、第１画素電極Ｍ
１とコモン電極１６とが電気的に接続すると両者の間に電荷の移転が発生し、第１画素電
極Ｍ１の電圧がコモン電極１６の電圧に近づく。具体的に述べれば、正極性反転の場合、
第１画素電極Ｍ１の電圧はコモン電極１６のコモン電圧より大きい。このため第１画素電
極の一部の電荷がコモン電極１６に移転し、第１画素電極Ｍ１の電圧が減少し、最終的に
コモン電極１６と同一の電圧値にまで下がり、第１画素電極Ｍ１とコモン電極１６とが電
荷の均衡した状態に至る。コモン電極１６は電圧を保持し、依然として変化せず、第１画
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素電極Ｍ１から移転する電荷はコモン電極１６を通じて放出される。負極性反転の場合、
第１画素電極Ｍ１の電圧がコモン電極１６の電圧よりも低くなり、このためコモン電極１
６の一部電荷が第１画素電極Ｍ１に移転し、第１画素電圧Ｍ１の電圧が増加して最終的に
コモン電極１６と同一の電圧に至り、第１画素電極Ｍ１とコモン電極１６とが電荷の平衡
した状態に達する。第４開閉器Ｑ４を制御してＯＮにした場合、電流の通過能力によって
第１画素電極Ｍ１とコモン電極１６との間の電荷の移転速度を制御する。よって、第４開
閉器Ｑ４の制御下において第４開閉器Ｑ４がＯＮとなっている時間内に第１画素電極Ｍ１
とコモン電極１６とが電荷の平衡した状態を達成する。即ち、両者の電圧が同一となり、
ここから第１画素電極Ｍ１とコモン電極１６との間の電圧差がゼロとなり第１画素電極が
黒い画面の表示に対応した電圧状態となる。即ち、両者の電圧が同一となり、ここから第
１画素電圧Ｍ１の電圧がコモン電圧１６との電圧が同一の状態となる。したがって、第１
データ線１４からデータ信号を第１画素電極Ｍ１と第２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３
とに入力した場合、第１画素電極Ｍ１は第４開閉器Ｑ４がＯＮとなって生じる作用の下に
在って電圧がコモン電極１６の電圧と同一となり。このため第１画素電極Ｍ１は黒い画面
に対応する画像を表示する状態となる。二の画素電極である画素電極Ｍ２と画素電極Ｍ３
とは、対応する３Ｄ画面の画像を正常に表示する状態になる。この場合、第２画素電極Ｍ
２と第３画素信号Ｍ３とは同一の電圧を有する。
【００４１】
次いで、第１走査線１１への第１走査信号の入力を中止して、第１開閉器Ｑ１と第２開閉
器Ｑ２と第３開閉器Ｑ３とがＯＦＦにし、第３走査線１３に第３走査信号を入力して第５
開閉器Ｑ５がＯＮになるよう制御する。第２画素電極Ｍ２の電圧は第１分圧コンデンサＣ
１の作用によって増加し（もしくは減少し）。第３画素電極Ｍ３は第１分圧コンデンサＣ
１と第２分圧コンデンサＣ２との作用によって減少（もしくは増加）する。ここから第２
画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とは、いずれも電圧に変化が発生し、第２画素電極Ｍ２
と第３画素電極Ｍ３との電圧が異なったものとなる。即ち、第２画素電極Ｍ２と第３画素
電極Ｍ３との間にゼロにならない電圧差が存在することになり、このため３Ｄ表示モード
における大視野角で認められる色彩の差異を減少させ、色ずれを抑制する。具体的な原理
と過程は上述する２Ｄモードの過程を参照することができるので、ここでは一一述べるこ
となく割愛する。
【００４２】
また、実施例において、第１画素電極Ｍ１と第於２画素電極Ｍ２と第３画素電極Ｍ３とは
列の方向に沿って順に配列し、隣り合う２行の画素ユニット１５がそれぞれ左眼画像と右
眼画像とを表示する。３Ｄ表示モードにおいて、第４開閉器Ｑ４の作用によって第１画素
電極Ｍ１が黒い画面に対応する画像を表示する状態となる。黒い画面に対応する画像を表
示する状態となった該第１画素電極Ｍ１は、ブラックマトリクスと均等の効果を有する。
ここから隣り合う２列の画素ユニット１５において、左眼画像を表示する画素電極（一列
の画素ユニットにおける第２画素電極と第３画素電極）と、右眼画像を表示する画素電極
（他の一列の画素ユニットにおける第２画素電極と第３画素電極）との間にブラックマト
リクスが存在することになり、該ブラックマトリクスを介して左眼画像と右眼画像との信
号のクロストークを防ぎ、３Ｄ表示モードにおける両眼信号のクロスストークの発生を抑
制することができる。
【００４３】
当然のことながら、他の実施の形態において、３つの画素電極は行方向に配列してもよい
。この場合、隣り合う２列の画素ユニットが３Ｄ画面に対応する左眼画像と右眼画像とを
それぞれ表示し、黒い画面に対応する画像を表示する状態の第１画素電極によって３Ｄ表
示モードにおける両眼信号のクロストークを減少させることができる。第２制御回路は、
第２分圧コンデンサを含まなくてもよい。即ち、第１分圧コンデンサが第２分圧コンデン
サを通過することなくコモン電極に接続し、かつ第１分圧コンデンサもコモン電極と接続
しない。この場合、第５開閉器がＯＮになると。第３画素電極の電圧が第２分圧コンデン
サを通じて減少し、第２画素電極の電圧が第１分圧コンデンサを通じて増大する。第３画
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素電極の減少した電圧と第２画素電極の増加した電圧は、基本的に同量である。係る方式
を介しても同様に第２画素電極と第３画素電極の間の電圧差を変化させることができ、３
つの画素電極の電圧を異なるものとすることができる。ここから大視野角に見られる色彩
の差異を減少させ、好ましいＬＳＣ（Ｌｏｗ　Ｃｏｌｏｒ　Ｓｈｉｆｔ）の効果が得られ
る。
【００４４】
　上述する方式を通じて、実施例におけるアレイ基板は、第１制御回路１５１と第２制御
回路１５２の作用の下で、２Ｄ表示モードの開口率を高め、３Ｄ表示モードにおける両眼
信号のクロストークを減少させることができる。同時に、二種類の表示モードの大視野角
に見られる色彩の差異を減少させ広視野角を増大させることができる。しかも、従来の技
術に比して、この発明の方式は１本のデータ線１４だけで対応する一つの画素ユニット１
５を駆動することができ、データ線の使用量を減らすことができる。ここからデータドラ
イバーチップの数を減少させることができる。例えば、従来の技術でｎ個のデータドライ
バーチップを使用した場合、この発明によるアレイ基板を採用すれば、ｎ／２個のデータ
ドライバーチップを必要とするだけである。この実施例の方式は第２走査線１２だけ増え
ることにはなり、相対的にスキャンドライバーチップの数も増加するが、但しスキャンド
ライバーチップはデータドライバーチップを比較すれば安価である。よって、効率よく製
造コストを節減することができる。さらに一歩進んで、実施例の方式によるアレイ基板は
、あらゆる第２走査線１２がアレイ基板の外周エリアで電気的に接続する。このため。一
つのスキャンドライバーチップだけで走査することができ、さらに製造コストを低減させ
ることができる。

【００４５】
別途、他の実施の形態において、第１制御回路はコモン電極と接続することなく、定圧出
力のリファレンス電圧源に接続してもよい。該リファレンス電圧源の出力する定圧の電圧
とコモン傳きぃくのコモン電圧とは同一である。この場合、第４開閉器の第１端が第１画
素電極に接続し、第２端が該リファレンス電圧源に接続する。第２走査線の制御によって
第４開閉器がＯＮになった場合、第１画素電極とリファレンス電圧源との間に電荷の移動
が発生する。このため第１画素電極の電圧がリファレンス電圧源の電圧と同一となり、第
１画素電極とコモン電極との間の電圧差がゼロとなり、第１画素電極に黒い画面の表示に
対応した電圧信号が発生する。
【００４６】
その他の実施の形態において、第１制御回路は第２走査線から第２走査信号を入力する場
合、第１画素電極のデータ信号を完全に放出するよう制御してもよい。ここから第１画素
電極に表示のために用いるデータ信号がなくなり、第１画素電極は黒い画面に対応した画
像を表示する状態となる。例えば、第１制御回路がスイッチ素子であってもよく、第１画
素電極が該スイッチ素子を通じて接地する。第１制御回路に第２走査線から第２走査信号
を入力した場合、第１画素電極と接地端とが電気的に接続する。ここから第１画素電極が
接地端を介して放電し、第１画素電極が黒い画面に対応した画像を表示する状態となる。
【００４７】
また、上述する実施形態においては第２制御回路に２つの分圧コンデンサを用いて第２画
素電極と第３画素電極の電圧を変化させるが、他の実施の形態において、２つの分圧抵抗
を介して実現してもよい。即ち、第２制御回路が制御を受ける開閉器と直列した２つの分
圧抵抗を含んでなる。この場合、第２画素電極が抵抗の直列の一端に接続し、抵抗の直列
の他端は接地する。制御を受ける開閉器の一端は二つの抵抗の間に接続し、制御を受ける
開閉器の他端は第３画素電極に接続する。第３走査線によって制御を受ける開閉器を制御
してＯＮにした場合、第２画素電極の電圧が２つの分圧抵抗の分圧を受けて低下し、第３
画素電極は１つの分圧抵抗の分圧によって電圧が下がる。第２画素電極の電圧降下の程度
は、第３画素電極の電圧降下の程度より大きい。よって、２つの分圧抵抗の作用の下に在
って第２画素電極と第３画素電極の電圧が降下するが、降下の程度が異なることによって
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、第２画素電極と第３画素電極の電圧が異なったものとなる。したがって３つの画素電圧
の間の電圧がいずれも異なったものとなり、ＬＳＣ（Ｌｏｗ　Ｃｏｌｏｒ　Ｓｈｉｆｔ）
の効果を達成することができる。
【００４８】
図６に開示するように、この発明による液晶表示パネルの実施例において、液晶表示パネ
ルはアレイ基板６０１と、カラーフィルタ基板６０２と、アレイ基板６０１とカラーフィ
ルタ基板６０２との間に位置する液晶層６０３とを含んでなる。アレイ基板６０１は図３
に開示するアレイ基板である。また、この実施例における液晶表示パネルはさらに第１ス
キャンドライバ６０４と、第２スキャンドライバ６０５と、複数の第３スキャンドライバ
６０６と、複数のデータドライバ６０７を含む。他の実施の形態においてアレイ基板６０
１は上述する実施例の内の任意の１つアレイ基板であってもよい。
【００４９】
図７は、図６に開示する液晶表示パネルの平面構造を示した説明図である。それぞれの第
１スキャンドライバ６０４は１本の第１走査線１１に接続して第１走査線１１に第１走査
信号を入力する。第２スキャンドライバ６０５は全ての第２走査線１２に接続して全ての
第２走査線に第２走査信号と第４走査信号とを入力する。それぞれの第３スキャンドライ
バ６０６は１本の第３走査線１３に接続して第３走査線１３に第３走査信号を入力する。
それぞれのデータドライバ６０７は１本のデータ線１４に接続してデータ線に対してデー
タ信号を入力する。第１スキャンドライバ６０４、第２スキャンドライバ６０５、第３ス
キャンドライバ６０６を通じて共同で液晶表示パネルの表示を駆動する。第１スキャンド
ライバ６０４、第２スキャンドライバ６０５、第３スキャンドライバ６０６はスキャンド
ライバーチップを採用して実現してもよい。当然のことながら同様に独立素子によって構
成されたスキャン回路によって実現してもよい。データドライバ６０７はデータドライバ
ーチップによって実現する。当然のことながら、独立阻止によって構成されるデータドリ
アバー回路によって実現してもよい。実施例による液晶表示パネルは、従来の技術に比し
て、２Ｄ表示モードにおける開口率を高めることができるのみならず、３Ｄ表示モードに
おける両眼信号のクロストークを減少させることができ、同時に二種類の表示モードにお
いて大視野角に見られる色彩の差異を減少させ、広視野角を増大させる。さらにはデータ
ドライバの数を減少させて、効率よく製造コストを節減することができる。
【００５０】
また、他の実施の形態において、第２走査線は互いに独立していてもよい。この場合、液
晶表示パネルは複数の第２スキャンドライバを含んでいてもよく、それぞれのスキャンド
ライバは１本の第２走査線に接続する。
【００５１】
以上述べたこの発明の実施の形態は、この発明の実施の範囲を限定するものではない。こ
の発明の明細書と図面の内容に基づいて行われ、かつ均等の効果を有する工程の変更、も
しくは直接又は間接的に他の関連技術運用することは、いずれも同様の道理であって、い
ずれもこの発明の特許請求の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００５２】
１１         第１走査線
１２         第２走査線
１３         第３走査線
１４         データ線
１５         画素ユニット
１５１       第１制御回路
１５２       第２制御回路
１６         コモン電極
６０１       アレイ基板
６０２       カラーフィルタ基板
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６０３       液晶層
６０４       第１スキャンドライバ
６０５       第２スキャンドライバ
６０６       第３スキャンドライバ
６０７       データドライバ
Ａ           サブ画素エリア
Ｂ           サブ画素エリア
Ｃ           サブ画素エリア
Ｃ１         第１分圧コンデンサ
Ｃ２         第２分圧コンデンサ
Ｍ１         第１画素電極
Ｍ２         第２画素電極
Ｍ３         第３画素電極
Ｑ１         第１開閉器
Ｑ２         第２開閉器
Ｑ３         第３開閉器
Ｑ４         第４開閉器
Ｑ５         第５開閉器

【図１】 【図２】
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